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(57)【要約】
【課題】本発明のポインタ装置は、従来のマウス装置を
長時間使用する際に姿勢が固定される事によってユーザ
ーの手に疲労が起こり腕の怪我に繋がる問題を解決する
為に用いられる。
【解決手段】本発明のポインタ装置はコンピュータ装置
に用いられ、固定ベースと本体とを含む。固定ベースは
第一ヒンジ部と変位感知モジュールを有し、第一ヒンジ
部は固定ベースの一端に設けられ、変位感知モジュール
は固定ベース内部に電気的に設けられ、変位信号を発生
する。本体は第二ヒンジ部と処理ユニットとを有し、第
二ヒンジ部は本体の一端に設けられ、第一ヒンジ部をピ
ボットする。本体は選択的に固定ベースに相対して、マ
ウス操作角度やホールド操作角度へとピボットする。処
理ユニットは電気的に本体内部に設けられると共に電気
的に変位感知モジュールに接続され、上述の変位信号を
受け取り、この変位信号をコンピュータ装置に伝送する
ために用いられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータ装置に適用されるポインタ装置であって、
　その一端に設けられる第一ヒンジ部と、その内部に電気的に設けられ、変位を検出して
変位信号を発生する変位感知モジュールを有する固定ベースと、
　その一端に設けられると共に前記第一ヒンジ部とピボットされる第二ヒンジ部と、その
内部に電気的に設けられると共に電気的に前記変位感知モジュールと接続され、前記変位
信号を受け取ると共に、前記変位信号を前記コンピュータ装置に伝送する処理ユニットを
有する本体とを含み、
　前記本体は選択的に前記固定ベースに相対して、マウス操作角度またはホールド操作角
度へとピボットすることを特徴とするポインタ装置。
【請求項２】
　さらにホールド部材を含み、さらに前記本体の別の一端には孔部があり、前記ホールド
部材は前記孔部内に差し込まれることを特徴とする、請求項１に記載のポインタ装置。
【請求項３】
　さらに前記本体は電気的に前記処理ユニットに接続される二つのキーを含むことを特徴
とする、請求項１に記載のポインタ装置。
【請求項４】
　さらに収容空間を有する外ケース体を含み、前記固定ベースと前記本体は前記外ケース
内に収容されることを特徴とする、請求項３に記載のポインタ装置。
【請求項５】
　前記外ケース体はさらにそれぞれ前記二つのキーに対応する二つのプッシュ部を含み、
少なくとも一つの前記プッシュ部は選択的に作動して前記キーを押すことを特徴とする、
請求項４に記載のポインタ装置。
【請求項６】
　前記外ケース体はさらにローラーと第一接続ポートとを含み、前記固定ベースは電気的
に前記処理ユニットに接続される第二接続ポートを有し、前記固定ベースが前記外ケース
内に収容されるとき、前記第一接続ポートと前記第二接続ポートは互いに接続され、前記
ローラーは選択的に作動し、ページロール信号を発生し、前記ページロール信号は前記第
一接続ポートと前記第二接続ポートとを経て前記処理ユニットに伝送されることを特徴と
する、請求項４に記載のポインタ装置。
【請求項７】
　さらに、前記変位感知モジュールは光源と光センサーとを含み、前記固定ベースはビア
を有し、前記光源は前記ビアを通過するセンサー光線を照射し、前記光センサーは前記セ
ンサー光線の反射光を受け取り、前記変位信号を発生させることを特徴とする、請求項１
に記載のポインタ装置。
【請求項８】
　前記第一ヒンジ部は少なくとも一つの凸点を有し、前記第二ヒンジ部は少なくとも一つ
の位置決め穴を有し、前記凸点は前記位置決め穴に嵌め込まれ、前記本体は前記ホールド
操作角度を保持することを特徴とする、請求項１に記載のポインタ装置。
【請求項９】
　前記本体はさらに凹部を有し、前記本体が前記マウス操作角度へとピボットされるとき
、前記固定ベースは前記凹部に嵌め込まれることを特徴とする、請求項１に記載のポイン
タ装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポインタ装置に関する。より詳しくは、ユーザーの異なるニーズに基づき、
マウス操作モードか、ホールド操作モードに変換される事を特徴とするポインタ装置に関
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する。
【背景技術】
【０００２】
　ポインタ装置（一般的にマウス装置と呼ばれているもの）は、現在コンピュータシステ
ムを使用する上で欠かすことのできない入力装置であり、コンピュータシステムの殆どの
ユーザーは、コンピュータシステムに対して、マウス装置を通して指令の入力及び各種機
能の操作を行っている。より便利かつ快適なマウス装置をユーザーに提供するため、業界
ではマウス装置の機能、外観、利便性などに対して、絶え間なく多くの改良と改善を行っ
ている。例えば、光線の誘導を利用して遊標移動位置を表現させることにより、過去にマ
ウス本体の下方に設けられたローラーボール部材によって表現されていたポインタ移動に
変えたり、キー操作の部分では、二つのクリックキーの中間に一つのローラーキーを加え
、ユーザーがローラー装置を利用してコンピュータシステムに対して操作を行う時により
多くの利便性をもたらした。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】台湾実用新案第３４３１９９号公報
【特許文献２】特表２００５－５２４８９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前述した従来の技術では、現在の市場にある殆どのマウス装置のホール
ド方法は、手の平で覆う方法が操作の姿勢である。このような操作方法では、長時間の操
作において、手の筋肉の一部と関節が簡単に疲労してしまう。さらに、このような操作方
法では腕の作用点が欠けているため、長時間の使用による操作下では容易に腕の怪我を引
き起こし、ユーザーの手の運動障害を引き起こしてしまう。
【０００５】
　市場の他のマウス装置では、出来る限りの人体光学に符合する設計や、ホールド式のマ
ウス装置を設計することにより、手の疲労を改善させるが、上述の種類のマウス装置では
使用時の姿勢はやはり長時間固定されるため、ユーザーが長時間使用する場合において、
手の疲労が従来通り引き起こされてしまう。
【０００６】
　本発明は、このような従来の問題に鑑みてなされたものである。上記課題解決のため、
本発明は、従来のマウス装置を長時間使用する際に、姿勢が固定されている事によってユ
ーザーの手に疲労が起こり腕の怪我を引き起こす問題を解決させるポインタ装置を提供す
ることを主目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係るポインタ装置は、その一
端に設けられる第一ヒンジ部と、その内部に電気的に設けられ、変位を検出して変位信号
を発生させる変位感知モジュールを有する固定ベースと、その一端に設けられると共に前
記第一ヒンジ部とピボットされる第二ヒンジ部と、その内部に電気的に設けられると共に
電気的に前記変位感知モジュールと接続させられ、前記変位信号を受け取ると共に、前記
変位信号を前記コンピュータ装置に伝送させる処理ユニットを有する本体とを含む。ここ
で、前記本体は選択的に前記固定ベースに相対し、マウス操作角度や、ホールド操作角度
へとピボットさせられることを特徴とする。
【０００８】
　また、処理ユニットは本体内に電気的に設けられている。処理ユニットは変位感知モジ
ュールに電気的に接続され、変位信号を受け取り、変位信号をコンピュータ装置に伝送さ
せることを特徴とする。
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【０００９】
　さらに収容空間を有する外ケース体を含み、前記固定ベースと前記本体は前記外ケース
内に収容されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、ユーザーは本発明で開示されたポインタ装置を用いることにより、そ
の使用ニーズに基づいて、固定ベースと本体とをマウス操作角度またはホールド操作角度
へとピボットさせることにより、ポインタ装置の操作モードを変更させる。これによりユ
ーザーの手が長時間操作する際に、固定された姿勢を維持することにより手が疲労し、運
動障害までもが引き起こされるという現象が発生しないという効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第一実施形態に係る正面立体概略図である。
【図２】本発明の第一実施形態に係る背面立体概略図である。
【図３】本発明の第一実施形態に係る電気回路ブロック概略図である。
【図４Ａ】本発明の第一実施形態に係るホールド操作モードの正面立体概略図である。
【図４Ｂ】図４Ａに示す第一実施形態の第一ヒンジ部と第二ヒンジ部の拡大分解概略図で
ある。
【図５】本発明の第一実施形態に係るホールド操作モードの側面概略図である。
【図６】本発明の第一実施形態に係るマウス操作モードの側面概略図である。
【図７】本発明の第二実施形態に係る正面立体概略図である。
【図８】本発明の第二実施形態に係る背面立体概略図である。
【図９】本発明の第二実施形態に係る電気回路ブロック概略図である。
【図１０】本発明の第二実施形態に係る外ケース体との組み合わせを示す正面立体図であ
る。
【図１１】本発明の第二実施形態に係る外ケース体との組み合わせを示す背面立体図であ
る。
【図１２】図７に示す本発明の第二実施形態のＡ‐Ａ’の断面概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明を実施するための形態について、図面を参照し詳細に説明する。なお、本
発明は、以下に説明する実施形態に限定されるものではない。
【００１３】
　まず、本発明のポインタ装置の第１実施形態について説明する。
（第１実施形態）
　図１から図６において、本発明の第１実施形態の構成を示す。本発明の実施形態に係る
ポインタ装置１００は、図１と図２の本発明の第一実施形態に係る正面及び背面立体概略
図と、図３の本発明の第一実施形態に係る電気回路ブロック概略図とで示されている。ポ
インタ装置１００は固定ベース１１０と本体１２０とを含み、固定ベース１１０の一端は
第一ヒンジ部１１１に設けられ、本体１２０の一端は第二ヒンジ部１２１に設けられ、固
定ベース１１０と本体１２０は第一ヒンジ部１１１と第二ヒンジ部１２１によって互いに
ピボットされている。変位感知モジュール１４０は固定ベース１１０内に電気的に設けら
れ、この変位感知モジュール１４０はさらに光源１４３と光センサー１４５を含み、固定
ベース１１０はビア１４１を有する。これにより、光源１４３はビア１４１を通過するセ
ンサー光線を射出させることができ、光センサー１４５はセンサー光線の反射光を受け取
り、変位信号を発生させる。これに熟知した技術者は実際の使用ニーズや設計ニーズに基
づき、各種周知の変位センサー技術を使用して変位信号を発生させることが出来るため、
本発明で開示される実施形態に限定されない。
【００１４】
　本体１２０は処理ユニット１２３と、処理ユニット１２３に電気的に接続される変位感
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知モジュール１４０とを含み、処理ユニット１２３は変位感知モジュール１４０から発生
される変位信号を受け取る。これ以外に、本体１２０は処理ユニット１２３に電気的に接
続される二つのキー１２７を有し、ユーザーに入力操作を行わせる。これに熟知した技術
者は実際の使用ニーズや設計ニーズに基づいてキーの数や構造を修正できる。または、他
の入力信号の構造によって達成させることができ、本発明で開示される実施形態に限定さ
れない。
【００１５】
　本発明のポインタ装置１００はさらに接続ライン１５１を含み、この接続ライン１５１
はポインタ装置１００とコンピュータ装置２００とを電気的に接続させるために用いる。
従って、処理ユニット１２３は接続ライン１５１を通して変位信号をコンピュータ装置２
００に伝送し、ユーザーは本発明のポインタ装置１００を通して、コンピュータ装置２０
０を操作する。しかし、本発明はこれに限定されず、ポインタ装置１００はコンピュータ
装置２００と例えばブルートゥス（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標））通信などの無線方
式によってコミュニケートが出来る。
【００１６】
　さらに、本体１２０の別の一端は孔部１２５を有する。本発明のポインタ装置１００は
さらにホールド部材を含み、このホールド部材１３０は孔部１２５内に差し込むことがで
きる。本実施形態では、このホールド部材１３０はペンであり、孔部１２５の口径は一般
の市場でよくみられる鉛筆やボールペンの芯の直径と類似するように設計される。ユーザ
ーは身の回りのペンを孔部１２５中に差し込むことにより、本発明のポインタ装置１００
をホールドすることができる。しかし、これに熟知した技術者は、実際の使用ニーズや設
計ニーズに基づき、各種構造を使用してホールドの効果を達成させ、ホールド部材１３０
の形状を変更させることができるため、本発明で開示される実施形態に限定されない。
【００１７】
　また、図４Ａと図５はそれぞれ本発明の第一実施形態に係るホールド操作モードの正面
立体概略図及び側面概略図であり、図４Ｂは図４Ａに示す第一実施形態の第一ヒンジ部と
第二ヒンジ部の接続方式を拡大分解概略図によって示している。
【００１８】
　固定ベース１１０と本体１２０とは第一ヒンジ部１１１と第二ヒンジ部１２１とによっ
てピボットされる。本体１２０は固定ベース１１０に対してピボットされ、本体１２０と
固定ベース１１０との間には角度が出来る。本実施形態では、固定ベース１１０と本体１
２０がホールド操作角度１７０にピボットされる時、ホールド操作モードとなる。ユーザ
ーはホールド姿勢で本体１２０を握り、本発明のポインタ装置１００を操作する。
【００１９】
　これ以外に、第一ピボット部１１１は凸点を含む。第二ピボット部１２１は少なくとも
一つの位置決め穴１２９を含む。本体１２０は凸点１１９を位置決め穴１２９に嵌め込む
ことによって、図４Ｂに示す様にホールド操作角度１７０を維持する。多数の位置決め穴
１２９を設ける目的は、ユーザーにその求めるホールド操作角度１７０に基づいて異なる
位置決め穴１２９を選ばせ、本体１２０と固定ベース１１０を固定させることである。
【００２０】
　しかし、これに熟知した技術者は、実際の使用ニーズや設計ニーズに基づいて、少なく
とも一つの凸点１１９を位置決め穴１２９に対応させて使用し、上述の効果を達成させる
。或いは複数の凸点１１９と複数の位置決め穴１２９により上述の効果を達成させる。或
いは、単一の凸点１１９と位置決め穴１２９により、本体１２０と固定ベース１１０を固
定させることを達成させるが、これに限られない。さらに、この技術に熟知した技術者は
、実際の使用ニーズや、設計ニーズに基づき、いかなる周知の技術手段であったとしても
、本体１２０と固定ベース１１０を固定させる方法であれば、本発明で開示される実施形
態で限定されない。
【００２１】
　本実施形態では、固定ベース１１０と本体１２０とが平行な時はマウス操作モードとな
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る。ここで、本体１２０は更に凹部１５０を有する。且つ、固定ベース１１０のサイズが
本体１２０のサイズより小さい時、固定ベース１１０は凹部１５０中に嵌め込まれ、図６
の本発明の第一実施形態に係るマウス操作モードの側面概略図で示されている通りである
。
【００２２】
　従って、上述の本発明のポインタ装置１００によって、ユーザーはその使用ニーズに基
づいて、固定ベース１１０と本体１２０とをピボットしてホールド操作角度１７０（図５
参照）にする事、またはマウス操作角度（図６の参照）にすることにより、このポインタ
装置１００の操作モードを変更する。この様に、ユーザーは固定されたホールド方式によ
って長時間コンピュータ装置２００を操作する必要がないため、長時間の操作の際に姿勢
が固定されているために手が疲労して運動障害が起こるという現象までもが発生すること
はない。
【００２３】
　次に、本発明のポインタ装置の第２実施形態について説明する。
（第２実施形態）
　図７から図１２において、本発明の第２実施形態の構成を示す。図７と図８は本発明の
第二実施形態に係る正面及び背面立体概略図である。図９は本発明の第二実施形態に係る
電気回路ブロック概略図である。
【００２４】
　本発明の第二実施形態のポインタ装置１００’は、固定ベース１１０と、本体１２０と
外ケース体１６０とを含む。ここで、固定ベース１１０と本体１２０との細部構造と、そ
れに関連するピボット方式は本発明の第一実施形態で開示されるポインタ装置１００とほ
ぼ類似しているため、記述を省略する。さらに、類似している部材は同じ部材符号により
標示しているため、説明をより明確にする。
【００２５】
　図１０と図１１は、本発明の第二実施形態に係る外ケース体の組み合わせを示す正面及
び背面立体図である。外ケース体１６０は収容空間１６１を有する。固定ベース１１０と
本体１２０はこの収容空間１６１中に設けられ、外ケース体１６０内に収容される。本実
施形態においては、この収容空間１６１のサイズと表示されているマウス操作モードの固
定ベース１１０と本体１２０とのサイズは同じであり、固定ベース１１０と本体１２０と
は収容空間１６１の中に収容が可能である。
【００２６】
　更に、外ケース体１６０はローラー１６７と第一接続ポート１６５を含む。本実施形態
において、固定ベースはさらに第二接続ポート１１５を有し、この第二接続ポート１１５
は処理ユニット１２３に電気的に接続される。従って、固定ベース１１０と本体１２０と
は外ケース体１６０の収容空間１６１中に組み合わせられて収容され、第一接続ポート１
６５と第二接続ポート１１５とは相互に接続され、第一接続ポート１６５と処理ユニット
１２３とは電気的に接続されるという効果が達成される。ローラー１６７は第一接続ポー
ト１６５に電気的に接続される。これにより、ローラー１６７は選択的に作動され、ペー
ジロール信号を発生する。このページロール信号は第一接続ポート１６５と第二接続ポー
ト１１５とによって処理ユニット１２３に伝送させられる。
【００２７】
　従って、ユーザーが外ケース体１６０のローラー１６７を操作することによって発生す
ページロール信号が処理ユニット１２３に伝送される。このページロール信号は、接続ラ
イン１５１によって、コンピュータ装置２００へと伝送される。
【００２８】
　図１２は図７に示す本発明の第二実施形態のＡ‐Ａ’の断面概略図である。外ケース体
１６０はさらに二つのプッシュ部１６３を含む。この二つのプッシュ部１６３はそれぞれ
本体１２０に設けられる二つのキー１２７と対応しているので、少なくとも一つのプッシ
ュ部１６３が選択的に作動する。対応するキー１２７と当接する時、このキー１２７は処
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理ユニット１２３と電気的に接続するので、この操作信号は処理ユニット１２３を通して
、コンピュータ装置２００へと伝送される。
【００２９】
　本実施形態では機械方式を使用し、二つのプッシュ部１６３を二つのキー１２７の上部
に対応するよう設けられる。ユーザーがどちらかのプッシュ部１６３を押す時、プッシュ
部１６３は対応するキー１２７に当接し、ユーザーが直接このキー１２７を押すのと同じ
効果がある。しかし、これに熟知した技術者は、実際の使用や設計のニーズに基づき、異
なるキーの数や構造で設計を修正させて達成させることもできるため、本発明で開示され
る実施形態に限定されない。
【００３０】
　このように、ユーザーは本発明の第二実施形態で開示されるポインタ装置１００’を通
じて、マウス操作モードでは、外ケース体１６０と組み合わせることで、手のホールドす
る面積を増加させ、さらに、人体工学に符合した設計がなされ、外ケース体１６０のロー
ラー１６７構造によって、さらにユーザーがこのポインタ装置１００’を操作することを
容易にさせる。説明を加えるべきは、本実施形態の外ケース体１６０は四角形の構造によ
って説明がなされているが、これに熟知した技術者は、人体工学の設計に応じて、扇形や
さらに多種類な外形の設計に変更させることができ、本発明で開示される実施形態に限ら
れない。
【００３１】
　以上、本発明はこのような実施形態に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱しな
い範囲において、種々の形態で実施することができる。
【符号の説明】
【００３２】
　１００、１００’ 　…　ポインタ装置
　１１０　…　固定ベース
　１２０　…　本体
　１１１　…　第一ヒンジ部
　１２１　…　第二ヒンジ部
　１２３　…　処理ユニット
　１２５　…　孔部
　１２７　…　キー
　１３０　…　ホールド部材
　１４０　…　変位感知モジュール
　１４１　…　ビア
　１４３　…　光源
　１４５　…　光センサー
　１１９　…　凸点
　１２９　…　位置決め穴
　１５０　…　凹部
　１５１　…　接続ライン
　１６０　…　外ケース体
　１６１　…　収納空間
　１６３　…　プッシュ部
　１６７　…　ローラー
　１６５　…　第一接続ポート
　１１５　…　第二接続ポート
　１７０　…　ホールド操作角度
　２００　…　コンピュータ装置
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